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GRAP; GRB2-related adapter protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はGRB2/Sem5/Drkファミリーのメンバーをコードし、2つのSH3ドメインに挟まれたSH2ドメインを含む細胞質シグナル伝達タンパク質として機能します。SH2ドメインは、幹細胞因子およびエリスロポエチンのリガンド活性化受容体と相互作用し、BCR-ABLオンコタンパク質との安定な複合体の形成を促進します。また、このタンパク質はN末端SH3ドメインを介してRasグアニンヌクレオチド交換因子SOS1（son of sevenless homolog 1）とも会合します。一般的に、このタンパク質は受容体および細胞質チロシンキナーゼからのシグナルをRasシグナル伝達経路に結合させます。 [RefSeq提供、2012年7月],機能：受容体および細胞質チロシンキナーゼからのシグナルをRasシグナル伝達経路に結合させる。,類似性：GRB2/sem-5/DRKファミリーに属する。,類似性：1つのSH2ドメインを含む。,類似性：2つのSH3ドメインを含む。,サブユニット：SH2ドメインを介して、幹細胞因子（KIT）およびエリスロポエチン（EPOR）のリガンド活性化受容体と結合する。また、Bcr-Ablオンコプロテインと安定な複合体を形成する。GRAPは、主にN末端SH3ドメインを介してRasグアニンヌクレオチド交換因子SOS1と結合する。TCR活性化時にリン酸化LATと相互作用する。SHBと相互作用する。
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	-
	画像データ
	

	GRAP抗体を用いた293、MCF-7、COLO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Grapポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット分析

